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　瑣末ながら奥深くまで浸透する記憶。例えば、
マッチ箱。父が嗜む煙草の傍らに無造作に置かれ
ていた小さな箱に描かれた、みはるかす風景に生
き生きとした人々―それが歌川広重による〈東海
道五十三次〉と知るのはもう少し後のこと―には、
マッチ箱を忘れさせるような不思議な広がりと躍
動感があり、幼いながらも心奪われ飽きずに眺め
たものです。思い返せばデザインをめぐる原体験
の一つだったのかもしれません。
　5センチ角にも満たない小さな矩形に描かれた
人々は豆粒よりも小さく、彼らの表情や動きの詳
細は、後に見知った浮世絵によって補完されてい
るであろうものの、しかし、箱のサイズに縮小され
色数も限定されながらもなお失われることのない
生動こそ、浮世絵の目指した表現の終着点だった
のではなかろうか、といまさら考えるのです。それ
は、さらに後年、歌川広重の肉筆画と対峙した際
に感じたことでもありました。絹本に描かれた滑ら
かで流麗な線の表現や繊細な色彩は素晴らしい
ながらも、一瞬、なぜか弱 し々く物足りなさを覚え
たのです。これは浮世絵との対置において、W.ベ
ンヤミンが『複製芸術時代の芸術』にて指摘した
「アウラの凋落」に匹敵する現象なのかもしれま
せんが、そもそも浮世絵と肉筆画ではそれぞれの
表現において異なる生動を求めていたともいえるで
しょう。
　異なる生動は、対象の見方・捉え方だけでな
く、表現技法の影響も見過ごせません。浮世絵の
表現技法である版画は、原画、製版、色刷りと完
成するまでに複数の工程を経なくてはならず、ま
た、絵師、彫師、摺師と複数の職人が介在します。
こうした複数の工程や人々の連携によるものづくり
では、完成に向け自ずと合理化し洗練されていき
ます。筆と紙によって表現された絵師の気韻生動
を、彫師は漫然となぞりうつすのではなく、小刀と
鑿で「生きた線」を選び取り、木板に引き継いで
いく。手から手へ、素材から素材へと置き換わる
たびに、素材や道具のそれぞれの特性を生かしな
がら無駄を削ぎ落とし、複雑さは解されていくの
です。簡素化された先に残されたいくつかの要素
を生動の芯とすべく、奮闘する職人の気概と矜持
がさらに生命を吹き込むのでしょうか。これは工
芸全般にも共通するもので、私の専門とする染色
においてもしばしば実感することでもあります。

　さて、この無駄を極限まで省いていった先に残
されたいくつかの要素の調和は、実は、近代デザ
インに通ずる価値でもありました。近代デザイン
は、近代産業の合理性と近代美術の抽象性の二
つが合流したところに起こった運動であり、傾向で
あるといわれます。合流地点で強調された「構成
（construction／composition）」を旗印に、工
業化による機械生産に見合った形態と普遍的な
機能を追求する一方で、それまでの手工芸的な伝
統や装飾を「無駄なもの」とみなすようになってい
きます。果たして「無駄なもの」であったか否かの
議論はひとまず、当時のものづくりにおける合理化
―機械による洗練―は、それまで長年に亘り工芸
が培ってきた人から人への洗練には及ばないとい
う諦念が実はあったのではないかと想像すると、
形態や機能を重視した（するしかなかった）近代
デザインの生真面目さがなんだかいじらしく感じら
れてきます。
　今日、情報テクノロジーの発展により人と機械
は急激に接近し、人間の脳レベルを凌駕するAIの
誕生で目されるシンギュラリティも迫りつつあるな
か、人と機械の共創はデザインの標準となってい
ます。つい先日も、染色を学ぶ基礎演習を履修す
る学生が発した素朴な質問は、それを前提として
いました。教材の型染は、字の如く型を用いて模
様を染め出す防染技法の一つで、原寸にしたデザ
イン画をさらに下図に起こし、それを型紙に貼り
合わせ、刀（授業ではデザインナイフ）で彫るとい
う一連の工程があるのですが、「カッティングプ
ロッターでできますよね？（どうしてそれを使わな
いのか）」と。…確かに、型紙を彫る（切り抜く）だ
けであればカッティングプロッターでも可能である
し、今後はこうしたデジタル工作機械による製作も
もちろんありうるだろう。それでも、複数の工程を
とおして自分の手によるデザイン画を別の素材と
技法に潜らせ削ぎ落とし、最も大切にしたい考え
や要素を洗練させ純化する手法を知っていること
は悪いことではない、と答えたのですが、彼女がそ
れを実感するためには経験知が必要であり、さま
ざまな体験や気づきが彼女の血となり肉となるよ
う願うばかりです。

　人間と機械の共創が当然となった今日のデザイ
ンにおいて、洗練の意味するところは何か。AIが
先導するようになる時代のなかで人間は何ができ
るのか、デザインはどこに向かうのか…。デザイン
をとおして未来を描こうとしている学生たちへ、あ
らためて何を、どのように伝えていくのか。美的判
断の拠り所について考えながら、マッチ箱のような
瑣末さの中にも見出しうるデザインの真正を、これ
からも探り続けていきたいと考えています。
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　観客は、学生であろうと専門家であろうと、観る人に合わせ
て作品の質を決めて創造するものではない。観客がどう感じる
か、どう考えるのか、受け取る観客次第で初めて成立するのが
舞台芸術である。そうした考えを基礎に、「Academic Dance 
Collection 2023スペシャル講義ライブ～劇場芸術の境界線」

（企画・プロデューサー　永井聡子/主催・永井ゼミ）を7月20
日（木）に開催した。コロナ禍を乗り越えて、一般公開できる
ことなった舞台公演形式の公開講座である。舞台作品を制作す
る過程においては、様々な角度からの議論や調整を経て実現に
向かうが、今回は新作の舞踊作品を企画・プロデュース、 一般
にお披露目することとなった。本企画には、芸術文化学科、文
化政策研究科の永井ゼミを中心とするおよそ40名の学生が広
報、展示、フロント、楽屋整備、舞台運営（照明、音響操作、
後見、小道具）などの役割を担い、授業の一環とは言え文化施
設のスタッフの業務内容と同じである。新作舞踊作品（企画・
永井聡子）の出演には義足のダンサー・ 大前光市さん、作・
演出・振付・語りには日本舞踊家・花柳源九郎さんをキャス
ティングすることができ、共に創作してきた時間は非常に濃密
で有意義なものだった。作品のベースづくりを念入りに、短編
小説を舞台化する作業を行ったのだが、これがとても重要な時
間である。

　新作舞踊「YUKI」は、およそ120年前に書かれた小泉八雲
原作の怪談「雪女」（小泉八雲著、池田雅之編訳『妖怪・妖精
譚』所収、筑摩書房、2004年）をもとにした作品である。小
泉八雲（ラフカディオ・ハーン、1850-1904）は、ギリシャ生
まれの作家であり、帝国大学（東京大学）などでも教鞭をとっ
た。西洋文化よりも日本文化に傾倒した八雲は、日本人の妻・
セツと暮らし日本に帰化。最晩年には「雪女」を収めた『怪
談』を出版した。この『雪女』を題材に、「YUKI」を人間と夫
婦となった雪女の喜びや葛藤といった心情を舞踊表現で描いた。
舞台は稽古や本番という時間だけでなく、上演される空間、設
備など制限がある中で創造されるが、今回は講堂という劇場で
はない空間を演劇、舞踊作品に合うように仕立てた作品である。
舞台照明家の服部基さん、衣装デザイナーの時広真吾さん、照 
明操作など様々な役割を担うプロが一丸となって、学生はプロ
に指南されながらも即戦力として本番を迎えた。舞台芸術は作
品の基礎となる企画や演出プランなどが融合して初めて製作が
立ち上がる。まさに舞台とは総合芸術と言える。今回の作品タ
イトルを「雪女」ではなく「YUKI」としたのは、雪女からお
雪へ、そして雪女へと揺れる心情を作品タイトルに写し、独舞
と声の共演から現代にも見えてくる新たな雪女像の創造を目指
したからである。本番は2回。私が担当する「演劇文化論」履
修の学生150名に向けて、13時からは一般のお客様250名と合
わせておよそ400名が鑑賞した。当日のプログラムは、私の趣

旨説明の後、大前光市さんによる振付の新作ソロ作品『ひまわ
り』『珊瑚の呼吸』と、花柳源九郎さんによる振付・構成の古
典を集めた『四季』より『春・三番叟』 『夏・布さらし』 『秋・
秋の野辺』 『冬・獅子』 、そして新作『YUKI』、アフタートー
クとして作品メイキングの背景や秘話も添えた。学生は、学び
の過程で教科書には載らない舞台芸術の多くを学んだ。鑑賞し
た学生はコンテンポラリーダンスと日本舞踊、演劇的な表現と
舞踊的な表現の融合を目の当たりにし、「『YUKI』の公演は

「演劇文化論」の総括のようで感動しました。」「ただ鑑賞する
よりももっと価値ある時間となりました。」「観客を意識した舞
台造り」に対して劇場芸術の境界線の意味がわかったとのこと
である。次は、大学劇場から発信した新たな舞台作品が劇場公
演を迎えられるよう準備をしている。

大学劇場で“劇場芸術の境界線”を実践講義
〜新作舞踊「YUKI」（初演）発信

永井 聡子（芸術文化学科）

新作「YUKI」
YUKI 大前光市　

作・演出・振付・語り　花柳源九郎
©Kazuma Sugihara

『冬・獅子』 
花柳源九郎

©Kazuma Sugihara 
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　昔々、童話作家のジャック・プレヴェールは、仲間のシュー
ルレアリストたちと言葉あそびをしていた。思いついたフレー
ズを紙に書きつけ、見えないように折って隣に渡す。受け取っ
た者もフレーズを書きつけて渡す。これを繰り返した後に開い
てみたところ、「優美な死骸が新しい葡萄酒を飲むだろう (Le 
cadavre exquis boira le vin nouveau.)」という一文ができた。
この表現はみなを陶酔させ、遊戯のタイトルとして後世に残っ
た。やがて言葉だけでなく絵でも遊ばれるようになり、今なお
世界中で楽しまれている。

描画ワークショップ
　袋井市の子どもたちを対象にしたワークショップの依頼を受
け、この手法をアレンジして遊んでみることにした。子どもた
ちには、画用紙に架空の人物や生き物を描いてもらう。それに
先立って、まず拙著『そんな日もある』を読み聞かせる（この
絵本も「優美な死骸」による無作為の産物だ）。
　つぎにカードを配布する。そこには絵本のランダムな一節が
書かれている。子どもたちは、このフレーズを意識しつつ、三
つ折りの画用紙にコラージュ(切り絵)したりクレヨンで塗った
りして、頭部を描いていく。
　描けたら絵を隠して隣へ渡す。受け取ったら頭部を見ずに胴
体を描く。
　さらに隣の子どもが足を描く。できた絵を広げてみると、意
図しない造形のキャラクターが出現して、驚きや笑いで騒然と
なる。
　何年か前に英国の美大を訪問した際にも、アート基礎教育の
一環で、このワークショップが実施されていた。かつてシュー
ルレアリストたちが生み出した遊戯は、なぜ1世紀近くを経た
今なお、東西の美術デザイン教育において活用されているのだ
ろうか。その理由は２つある。

シークレット
　１つ目は、発想の「シークレット」に触れられる点だ。ハー
バード・デザインスクールのカルロス・ムロによると、世を一
変させる革新的なアイデアは、個人のなかで秘密裏に生まれる
という。それは簡単に他者が真似られない強度を持つ。ある専
門家が異なる分野の知識にふれたとき、それが自身の専門分野
の話に見えてしまうことがある。ここでは「見立て」が鍵にな
る。論理の積み上げやグループでの協創とは異質な、視点のシ

フトによって生まれる密やかなアイデアを、カルロスは「シー
クレット」と呼んだ。子どもたちは雑誌を眺め、傘の写真に

「翼」を、ファッションの帯に「へび」を見ては、つぎつぎと
切りぬいた紙片を台紙へ貼りつけていく。多様なイメージを切
り絵で合わせるコラージュは、異質なものと出会う場であり

「見立て」の宝庫だ。「見立て」をくり返して描いた絵は、さら
に他者の絵と組み合わさって、あっという間に不思議な新キャ
ラクターを誕生させる。他者の感性に触れて得られる気づきに
は、アイデア創出につながる「シークレット」の種が息づく。

「我」を忘れる
　２つ目は、作家性が抑えられている点だ。近現代の絵画やイ
ラストでは、ことさらに作家名が強調される。ところが、この
遊びでは、絵と作者に１対１の関係が成立しない。３人が均等
に貢献する制作プロセスには、リーダーも手下もない。手に
とった誌面を絵に生かし、出会った他者にあとをゆだねる工程
では、「すべてをコントロールする必要はない」と謙虚で軽や
かな気持ちになる。
　実際、私たちは謙虚にならざるを得ない現実に直面している。
開発によって森の奥に眠っていた未知のウィルスが人と接触し、
くり返し世界的なパンデミックに発展するリスクが高まってい
る。工業化による大気組成の変化は、各地に気候変動と災害を
もたらしている。どの商品を購入するか、どの経路で移動する
か、だれを伴侶に選ぶかなど、さまざまな選択において、自分
よりアルゴリズムの判断を優先する機会が増えている。ルネサ
ンス以来の人間至上主義がゆらぎ、この惑星をエゴで支配し尽
くすことはできない、私たちは最も賢い存在でもない、との諦
念が広がりつつある。
　その点「優美な死骸」の遊戯では、「我」を前面に出すので
はなく、他者との出会いを受け入れることにより、驚きと喜び
がもたらされる。

　物騒な名前の遊びにも関わらず、懐の深い袋井市教育委員会
のご厚意によって、かれこれ３年にわたり計６回のワーク
ショップが実施されてきた。そこで誕生した数々の傑作は、本
学デザイン学部生と子どもたちの化学反応による賜物である。
夏休みの遊びが、子どもたちの心に、明日を生きるための種を
育む一助になれば幸いだ。

優美な屍骸
かわ こうせい（デザイン学科）
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◆はじまり
　いわゆる三遠南信地域には「ひよんどり」「おくない」「霜月
祭」「花祭」などの神事芸能が伝来する。それらの多くが中世
以来の祭祀芸能に由来し、あるいはその系譜を継承したものと
される。
　たとえば、浜松市内では「西浦田楽」（天竜区水窪町）、「川
名ひよんどり」（北区引佐町川名）、「寺野ひよんどり」（同引佐
町渋川）、「懐山おくない」（天竜区懐山）が国の重要無形民俗
文化財に指定され、学術的価値においても国内外から高い関心
を集めている。「滝沢おくない」（北区滝沢町）や「神沢おくな
い」（天竜区神沢）などをはじめとして、国による指定は受け
ていないが、学術的な価値・関心においては勝るとも劣らない
伝統的な祭祀芸能も少なくない。

◆地域への還元、信頼
　日本学術振興会の科学研究費補助金（科研費）による基盤研
究（C）「遠州地域に伝わる「おこない」系祭祀芸能の総合的
研究」（2018年4月～2022年3月）を拠りどころとした私たち
の調査は、その学術的成果もさることながら、地域との強い連
携が構築されたことに大きな意義があった。本学を拠点とした
こうした取り組みは浜松市内の祭祀芸能を受け継ぐ人たちにも
認知されるようになり、各方面からの期待も高まった。
　そこで、私たちは、科研費の採択期間が終了した後、再申請
までにいったん時間を置き、ひとまずは学内の研究費を拠りど
ころとして事業を継続する判断に至った。第一の目的は研究成
果の地域への還元である。
　土地の人たちが先祖代々にわたって大切に守ってきた信仰と
祭祀である。その神事に用いられる仮面は、すべて「ご神体」
そのものとされる。本来ならば私たちが触れることさえ許され
ない。それなのに、土地の大切な神事に首を突っ込み、神様を
弄りまわすのだ。どうしたらそれを許され、私たちを信頼して
いただけるか。それが私たちの調査・研究の要になる。

◆山室集落と花の舞
　1956年（昭和31）、天竜川の畔にあった山室（やんぶろ）
集落は佐久間ダムの完成と引き換えに湖底へと沈んだ。山室八
幡神社に伝わった「花の舞」も1954年を最後として断絶。山
室集落の解散後、かつての祭祀に用いられた神々と鬼たちの面
や祭具は佐久間町の某神社に移管・奉納され、長いあいだ収蔵
庫のなかで眠ってきた。
　浜松市無形民俗文化財保護団体連絡会からの報告と誘いを受
けて、私たちは、それらの面と祭具の展示、それにともなう講

演などの企画に入った。
　通常、神事に用いられる面は、面そのものがご神体とされる
ため、祭礼以外で披露されることは稀である。まして、神社を
離れて公開・展示されるようなことは禁忌にも近い。しかしな
がら、山室八幡神社の面はすでに60年以上におよんで祭礼に
用いられることなく、いわば現役のご神体ではない。だから神
社を離れての公開・展示が可能だった。
　かつてのご神体として崇敬された面への敬意、敬虔さを忘れ
ないこと。それを大前提として市民や学生たちに神々と鬼たち
の面を公開する。60余年の時と空を隔てて、いにしえの神々
と鬼たちが私たちの前にその姿をよみがえらせた。

◆そして展示へ
　展示に向けての調査・研究は令和４年度教員特別研究「北遠
地域に伝わる祭祀芸能の総合的研究」として遂行した。展示そ
のものは令和４年度イベント・シンポジウム等開催費「旧山室
八幡神社の祭祀芸能と面の紹介展示」によって実施。学生たち
の学びの機会としても令和4年度前期地域連携演習の一環に

「天竜区佐久間町山室八幡神社に伝わった祭祀芸能と面の紹介
展示」を立ち上げ、10名の学生が調査、広報、展示に参画した。

開催期間　2022年7月15日（金）～20日（水）
会　　場　本学 ギャラリー
　　　　　7月14日（木）内覧会
　　　　　7月16日（土）ギャラリートーク（1）
　　　　　7月17日（日）講演会（南176大講義室）
　　　　　　　　　　 　　特別実演　佐久間神社の神楽舞
　　　　　7月18日（月・祝）ギャラリートーク（2）（3）
主　　催　本学 文化・芸術研究センター
共　　催　浜松市無形民俗文化財保護団体連絡会
後　　援　浜松市
協　　力　佐久間神社、NPO法人みらいネット浜松

山
や ま

里の祝
ま つ り

祭 ─ 神々と鬼たちの宴
う た げ

舞 ─
二本松 康宏（国際文化学科）
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　本稿は、なにかにつけて人口減少高齢社会の文脈で語られが
ちな日本において、地方部において稀有な人口増を実現してい
る市町村に焦点を当てる。2010年から2020年の国勢調査にか
けて人口の増加した市区町村は309（全国1,741の市区町村の
17.7%に相当）であったが、ここから、2020年の国勢調査大
都市圏と沖縄県の市町村を除き、かつ、人口増5%以上の市町
村に限定するとわずか15となる(注)。これらは、県庁所在地あ
るいは特例市以上の規模の都市圏内の周辺都市9、そうした都
市圏に立地していない都市6に分けられる。9都市圏の中心市
のうちで人口増加は0.19%の微増をみた金沢市のみであり、残
りの8都市はいずれも人口減少した。周辺都市の人口増加率と
中心市の人口減少率の開きは、18.4%増の昭和町と4.72%減の
甲府市が最大であった。
　いずれの都市についても、人口増加は複合要因である。都市
圏内周辺都市は、中心市より住宅価格が安い割に、車さえあれ
ば都市的アメニティを享受できる点で共通する。子育て支援策
の充実もしばしば指摘されるが、財政の裏付けなくして他の市
町村に先んじる施策とはいかない面があり、卵と鶏的な話とい
えよう。北海道の都市圏内周辺2都市は、豊かな自然、ライフ
スタイルの魅力も貢献しているとされる。一方、都市圏外と分
類した6都市の人口増加要因はより複雑である。高速道路など
の広域インフラのアクセスが特徴的とされる都市もあれば、早
い時期からの子育て支援策が奏功したとされる都市もみられる。
また、リゾート地にある都市もあれば、特定の企業の雇用が人
口増の背景となっている都市もみられる。
　地方都市圏において、活力を失う中心市と都市圏において局
所的に人口の伸びる周辺都市という構図は、都市圏としての協
調した都市計画、土地利用という観点からはさまざまな課題を
抱えている。まず、都市計画の問題が挙げられる。地域中心市
ではいわゆる“線引き”がなされ、さまざまな用途地域の指定さ
れる市街化区域と、市街化を抑制する市街化調整区域に区分さ
れているが、都市圏内の周辺市においては線引きが行われず

（いわゆる白地都市計画区域）、市域全体として開発規制の緩い
地域であったり、線引きのなされている場合にも、農地転用に
よる宅地化をはじめ、市街化調整区域における開発についてさ
まざまな緩和措置が設けられたりする。中規模以下の都市の場
合には都市計画区域は複数の都市にまたがって県が設定し、広
域的見地からの土地利用コントロールが志向されるものの、都
市圏内周辺都市の自地域の都市化を進めたい思惑とせめぎ合い

となる。
　次に、郊外商業施設の問題がある。2000年に大規模小売店
舗立地法（大店立地法）に切り替わり、全国の地方都市では郊
外大型店の出店ラッシュとなった。これを受けて、2007年以
降は、商業系以外の用途地域及び白地都市計画区域における大
型商業施設の立地は制限されることとなったが、2000年から7
年間のうちに都市圏の構造は大きく崩れてしまった。国は中心
市街地活性化法により、まちなかの再活性化に取り組む都市を
包括的に支援してきたが、単一都市の取組で、都市圏を構成す
る都市群としての取組ではないために、十分な成果はあがって
いない。大店立地法の規制対象は店舗面積1,000m2以上であり、
ロードサイド店の立地を十分にコントロールできていない問題
もある。地方都市のバイパス等に全国チェーンの店舗が建ち並
ぶ光景を生み出している背景である。車なしには生活しにくい
地域となってしまっていることについて、国は、県や市町村に
地方公共交通計画の策定を促しているが、車社会を大きく転換
するまでには至っていない。
　都市圏においては、人々の生活範囲は居住都市にとどまらな
いため、都市圏を構成する市町村の協調した取組が求められる。
複数の都市計画区域をカバーする広域マスタープランが有効で
あるが、法定である都市計画区域マスタープランとは異なり、
策定は任意である。関係市町村の意向調整の難しさもあり、広
域マスタープランは全国16都県で策定されているにすぎない。
行政経営全般については、中心市宣言した都市圏の中心市と周
辺都市が協約を結んで広域の行政課題に取り組む連携中枢都市
圏ほかのスキームがあり、都市圏においていっそうの展開が望
まれる。
　今日時点に限れば、人口増となっている地方都市圏内周辺都
市は勝ち組と言えよう。しかしながら、比較的若い住民の年代
構成は将来的には変化するわけで、将来とも安泰とはいえない。
持続ある都市社会の実現には、都市圏としての協調した取組が
要諦となる。

(注) 人口増加率の高い順に、山梨県昭和町、石川県野々市市、
群馬県吉岡町、北海道東神楽町、長野県南箕輪村、山梨
県忍野村、静岡県長泉町、北海道東川町、徳島県藍住町、
富山県舟橋村、長野県御代田町、長崎県大村市、福島県
西郷村、北海道ニセコ町、徳島県北島町の15市町村。こ
れらの市町村はいずれも平成年間に合併していない。

人口増加する地方都市圏内周辺都市にみる
都市圏として協調した取組の必要性

藤井 康幸（文化政策学科）

活動報告　SUAC　Report
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　この事業は、静岡県の伝統工芸産業の活性化を目指し、新た
な製品開発を行うために2019年から始まったプロジェクトで
ある。2022年からは受託事業として実施され、静岡文化芸術
大学デザイン学部の学生たちのデザインを基に、生産者とデザ
イナーとの協力のもと、工芸技術を活かした新しい製品のモッ
クアップ制作に取り組んだ。ここでは、2022年度の活動を中
心に報告する。これまでのプロジェクトでは、3年間にわたっ
て様々な工芸技法を持つ職人とのコラボレーションを行ってき
たが、2022年度には駿河漆器の職人である藤中知幸氏とプロ
ダクトデザイナーの花澤啓太氏と共に取り組んだ。
　本事業の進行手順は以下の通りである。

１.工房見学、漆芸技法の体験、セミナー 
　まずは、駿河漆器の特性や藤中氏の職人活動についての説明
を受け、学生たちは漆芸の素材や技法を体験し、理解を深めた。
藤中氏は個人工房と静岡市にある伝統工芸体験施設である駿府
匠宿の工房長としても活動しており、駿府匠宿でセミナーが行
われた。また、プロダクトデザイナーである花澤氏のセミナー
を行い、商品のデザイン提案における思考プロセスを学生たち
示していただいた。

２.職人・デザイナーとのディスカッション 
　学生たちは2つのグループに分かれ、現行の漆芸技法では見
られないようなチャレンジングな商品アイデアを考えるチーム
と、漆と相性の良い実現可能な商品アイデアを考えるチームに
分かれて検討を進めた。各々に、ラフ画の作成から始め、前者
は漆塗り「ギターピック」、後者は「漆塗り積み木」というア
イディアに絞り込み、藤中氏と花澤氏とのディスカッションを
重ねながら商品コンセプトを明確にした。ギターピックは漆の
塗膜の強度実験を繰り返し行い、積み木はスタイロフォームの
モック制作をし、機能面も考慮しながらデザインを検討し、最
終プレゼンテーションも行った。発表後にはさらに詳細なデザ
インについて再度検討し、ブラッシュアップを行った。

３.制作現場の視察、デザインの再検討 
　商品のデザイン案が決定したところで、藤中氏に実際の商品
モックアップを制作いただくこととなったが、制作現場の視察
を行い、さらに製品を良くするために詳細の検討を行った。制
作途中の商品を目で見て確認することで、イメージが明確にな
り、デザインの問題点や制作上改善すべき点などがさらに明確
になったと言える。素材がもたらす魅力が手仕事によって具現
化され、机上のデザインを改める契機となった。

４.成果発表 
　完成作品のお披露目会と座談会を匠宿で行った。制作いただ
いた藤中氏には本事業の製品だからこそ生まれた技術的な工夫
をお話しいただき、関係者で完成した商品モックアップの総評
を行った。さらに商品化に向けて、次のステップに繋がる意見
もあり、今後への展開性が高まった。座談会終了後には匠宿の
工芸品販売ギャラリーtetotetoにおいて、3日間にわたり、本
プロジェクトの展示を行った。また、今回の成果発表を行うに
あたり、本事業のパンフレットを学生たちで制作したことも高
く評価したい。 

プロジェクトを終えて 
　低迷している漆器産業の中で、新たな漆の商品を企画すると
いうことは容易ではない。学生たちは、職人の仕事を間近で見
て、素材や技法の特性と向き合いながら理解を深めていった。
これまで作り手（職人）側が発想しなかったような商品提案に
繋がったのは、従来の視点とは異なる、学生ならではの新鮮な
眼差しが導き出したものである。漆の素材や技法の特性を考え
ると、事業期間は不十分であることは否めないが、静岡県の伝
統工芸産業活性化のための契機となるプロジェクトになったと
感じている。事業自体に改善の余地はあるが、地域の技術者と
学生の新たな視点の融合により地域課題を解決していく一歩に
なった。また、今回のプロジェクトを通して、自身のデザイン
が職人の手によって具現化され、商品になるというプロセスに
学生たちは喜びを感じており、多くの学びにも繋がっている。
　今後も本プロジェクトを継続し、デザインの力と地域産業の
技術の融合によって、革新的な商品を生み出し、地域産業全体
の活性化に繋がることに期待したい。

2022年度 匠ものデザインプロジェクト
小田 伊織（デザイン学科）

活動報告　SUAC　Report
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　世界トップクラスの若手オペラ歌手がその実力を競い合う「第9回静岡国
際オペラコンクール」が、10月28日からアクトシティ浜松大ホールで開催
されます。このコンクールは、静岡県ゆかりの世界的オペラ歌手三浦環の没
後50年にあたる1996年から3年ごとに開催されています（2020年は新型コ
ロナウイルスの影響で開催延期）。
　今回はアジア、ヨーロッパ、北米、南米、オーストラリアなど、世界33
の国と地域から271名の応募がありました。これは第8回の約1.4倍にあたる
もので、今回のコンクールもハイレベルの争いとなることが期待されます。
　その後実施された審査委員による音源予備審査の結果、応募者は76名に
絞られ、さらにこの中から所定の手続きを経て、アクトシティ浜松で行われ
る第1次予選の出場者が決定します。
　当コンクールでは、静岡文化芸術大学の学生が様々な役割を果たしていま
す。まず、コンクールの開催を広報するポスターは、デザイン学部卒業生の
伊藤寛人さんのデザインによるものです。このデザインは、ポスターの他に
も、アクトシティ浜松の壁面広告やJR・遠州鉄道の交通広告、TVer・SNS
等のウェブ広告、音楽雑誌広告など、様々なメディアに展開されています。
　また、複数名の本学学生が、コンクールに欠かせない運営ボランティアと
して、会場で重要な役割を担う予定になっています。
　当コンクールは、これまでに国内外の歌劇場で活躍する、多くの有能なオ
ペラ歌手を輩出してきました。8月27日に本学講堂で開催されたプレイベン
トでは、過去の入賞者の吉田珠代さん、城宏憲さん、髙田智宏さんが素晴ら
しい歌唱を披露されました。第9回コンクール出場者の中からも、静岡から
世界へ大きく羽ばたく新たなスターがきっと生まれることでしょう。皆さん
もぜひ、コンクール会場でその歴史的な瞬間を共にし、未来のスーパース
ターの誕生を見届けてください。
　第9回コンクールのチケットは、好評発売中です。詳しくは、静岡国際オ
ペラコンクール公式ホームページをご覧ください。
　また、今回は会場での鑑賞の他、YouTubeライブ配信も予定されています。
会場にお越しになれない方も、ぜひご覧ください。

「第9回静岡国際オペラコンクール」
静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局

第8回コンクール第１位
ムン・セフンさん

アクトシティ浜松壁面広告

ポスターデザイン制作　デザイン学部卒業生　伊藤 寛人さん

第8回コンクール三浦環特別賞
城 宏憲さん
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　本年、静岡県は中国・成都市、梅州市、韓国・全州市とあわ
せて2023年東アジア文化都市の開催都市に決定致しました。
この1年、わが国の文化首都として、県内全域で多彩な文化事
業が予定されております。

　これに伴い、本学におきましても、ギャラリーにおいて、本
年12月8日（金）～21日（木）の2週間にわたって、「静岡県
ものづくり文化展－浜松100年企業の世界」を開催すべく準備
を進めております。その趣旨は、浜松において100年の長きに
わたり、ものづくり文化を継続し進化してこられた企業にス
ポットを当て、製品ならびにその製品の開発にかかわる開発者
や職人さんといった技人（わざびと）を紹介し、世界に向けて
のメッセージを広める場と致したく考えております。

　日本国内には幾多の困難を乗り越え、100年以上の長きにわ
たり経営を継続する企業が4万社以上あると言われており、世
界でも類を見ない長寿企業大国となっています。実は、静岡県
も長寿企業県であり、創業100年以上の企業数は1,176社と全
国都道府県の中で第7位となっています（帝国データバンク、
2020年）。他方で、日本企業の平均寿命は、23.3年とされ
（2022年東京商工リサーチ調べ）、ここからも100年続くこ
との難しさを物語っています。創業から100年の間には、自然
災害に加え、昭和大恐慌、太平洋戦争、オイルショック、リー
マンショック、そしてコロナ感染症など、多くの試練があり、
それを乗り越えてきたのが100年企業です。また、時代の変遷
に伴い、経営環境も大きく変わる中で、革新を繰り返してきた
ことも想像に難くありません。業態変換を行ったケース、本業
は守りつつ、変化を加えてきたケースなど各社の事例をみるこ
とでその内容を理解できるのではないかと考えます。
　浜松市もまた、製造業を中心に世界トップレベルの技術を有
する企業、地域ならではの食文化を支える企業など100年以上
存続する企業が200社以上存在していることが調査研究を通じ
て明らかになりました。実際、フィールド調査を行うと魅力あ
ふれる企業が多く、これらの産業技術、歴史をあらためて振り
返ることは、静岡県のみならず日本の産業や文化、技術の未来
を考えるうえで様々な示唆を与えてくれるものと思われます。
とくに、教育研究機関である大学においてこのような展示を行
うことは、将来を担う若い世代が、世界に誇り得る地域の産業
や技術を支える文化についての理解を深める絶好の機会になる
と考えます。

　約3年前には、東京オリンピックの会場として静岡県も選ば
れ、同じく文化プログラムの一環として、「先端技術展 ─ 技
人（わざびと）たちの物語」が本学で開催されました。おかげ
さまで、11社に出展をいただき好評を得ることができました。

　前回同様、今回も学生目線、現場視点に立ち、既に10社を
上回る100年企業に賛同いただき、学生による調査もスタート
し始めました。普段は立ち入ることのできない会社や工場など
を訪問し、学生も目を輝かせ、質問等も積極的にしている姿を
みて嬉しく思っております。何より企業の方々も若い学生に関
心を持ってもらうことに喜びを感じられているようでした。

　私達の身の回りにある身近な企業、そしてその商品の開発秘
話など、学生のインタビュー等を通じて、その変化や最新のア
イデア、商品に関心をお持ちいただけますと幸いです。

（写真4）2020年開催の先端技術展
の様子

（写真1）三立製菓株式会社 訪問、取材の様子（2023年7月12日）

（写真2）鳥居食品株式会社 訪問、取材の様子（2023年８月９日）

（写真3）2020年開催の先端技術展の様子 

（写真5）2020年開催の先端技術展
の様子

令和5年（2023）年12月8日～「東アジア文化都市2023静岡県 記念 ／
静岡県ものづくり文化展 ─ 浜松100年企業の世界」が本学ギャラリーで開催されます！

曽根 秀一（文化政策学科）

Information
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